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	現状CPILSでは下記の通り対策、不測の事態への対応を予定しておりますのでご参考くださいませ。
	教師の多くはCPILS周辺に居住しており、通勤への支障はございません。 乗り合いバスの運行が制限されるような場合でも、バイクタクシーなどの代替手段の通勤が可能であり、万が一状況が悪化した場合には、指定の乗降地まで送迎車を手配し、教師の通勤をサポートする体制を整えています。また、寮滞在型および在宅の教師も在籍しており、必要に応じてオンライン授業を提供することで、授業の継続性を確保しています。
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	現在、校内で停電は発生しておりせん。万が一停電が発生した場合でも、CPILSでは自家発電機を備えており、燃料がある限り継続的に稼働可能です。 発電機は常駐エンジニアにより定期的に点検・管理されており、安定した運用を維持しています。 また、大手燃料供給会社と提携しており、必要に応じてタンクローリーによる燃料供給が可能です。さらに、追加対応として発電機のレンタル手配も行える体制を整えています。これらの対策は過去の災害時にも実績があり、安定した電力供給と学校運営の継続を実現しています。
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	現時点では現地費用の値上げは実施しておらず、現行料金の維持に努めています。 ただし、光熱費や運営コストの大幅な上昇があった場合には、料金改定を検討せざるを得ない可能性があります。現時点では状況が不透明であり、具体的な金額や時期については確定しておりません。 また、政府機関による費用については学校側では管理できないため、規定に基づき変更される可能性があります。 今後も状況を注視し、変更がある場合には速やかにご案内いたします。
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